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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

分子遺伝学的特性（遺伝学形質）と臨床的表現形質（疾患形質）をつなぐ研究基盤の確立は、疾患の

統合的理解と診断、治療、予防法の開発に資するものである。本研究は、消化器疾患（胃がん、膵がん、

炎症性腸疾患など）を対象に、独自の技術による疾患上皮細胞オルガノイドのライブラリー構築を基盤

として、ゲノム編集による遺伝学形質－疾患形質の連関解析を実施し、薬剤感受性の予備解析を進める

ものである。 

当初計画を上回る２００例近くのオルガノイド樹立に成功し、それを通して得られた様々な想定外

の発見が原著として国際的なトップジャーナルに掲載され、総説やメディア報道を通じて研究者や国

民への公表、普及も進められている。 

今後も、学内外の基礎、臨床系の共同研究者との良好な連携による研究推進を期待する。 


